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年
頭
の
ご
挨
拶

千
葉
県
支
部
長

飯
岡

秀
之

全
脊
連
千
葉
県
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。亥年

が
始
ま
り
す
で
に
１
か
月
以
上
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
個
人
的
に
は
、
今
年
は
年
男
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
も
の
年
と
は
違

う
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
た
の
で
す
が
、
元
旦
早
々
熱
を
出
し
て
し
ま
う
な
ど
、

最
悪
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

さ
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
気
持
ち
新
た
に
な
に
か
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
年
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
少
し
過
去
の
亥
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

12
年
前
は
07
年
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
が
表
面
化
し
、
翌

年
に
は
100
年
に
一
度
の
世
界
金
融
危
機
と
言
わ
れ
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
引

き
金
に
な
り
ま
し
た
。
経
済
不
安
か
ら
、
株
価
の
下
落
や
原
油
価
格
の
高
騰
も
あ

り
ま
し
た
。
国
内
で
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
発
生
し
、
食
品
表
示
偽
装
や
年

金
記
録
問
題
、
テ
レ
ビ
番
組
の
捏
造
な
ど
が
発
覚
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
の
漢

字
に
「
偽
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
24
年
前
は
95
年
、
こ
の
年
は
１
月
に
阪
神
淡
路

大
震
災
、
３
月
に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
と
社
会
を
震
撼
さ
せ
る
大
き
な
出
来
事
が

起
こ
り
ま
し
た
。
４
月
に
は
一
時
円
が
１
ド
ル
80
円
割
れ
を
記
録
す
る
な
ど
金
融

情
勢
が
不
安
定
な
時
期
の
一
方
で
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
95
が
発
売
さ
れ
、
Ｐ
Ｃ
が

一
般
の
家
庭
に
も
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
36
年
前
は
83
年
、
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
開
園
、
任
天
堂
か
ら
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
（
フ
ァ
ミ
コ
ン
）
が
発
売
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
し
ん
」

が
最
高
視
聴
率
62.9

%
を
記
録
す
る
と
明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
一
方
で
、
三
宅
島
の

大
噴
火
、
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
、
戸
塚
ヨ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
事
件
と
い
っ
た
悲
惨

な
事
件
が
あ
り
、
私
も
こ
の
事
件
で
、
ス
パ
ル
タ
や
体
罰
と
い
っ
た
言
葉
を
覚
え

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
48
年
前
は
71
年
、
私
の
生
ま
れ
た
年
で
す
が
、
金
と
ド

ル
と
の
固
定
比
率
で
の
交
換
停
止
の
発
表
に
よ
る
世
界
経
済
の
枠
組
の
大
き
な
変

化
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
）
が
起
こ
り
、
為
替

が
固
定
相
場
か
ら
変
動
相
場
へ
移
行
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま
ん
ぷ
く
」
は
日
清
食
品
の
創
業
者
、
安
藤
百
福
・

仁
子
夫
妻
を
題
材
に
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
を
世

に
送
り
出
す
ま
で
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
日
清
食
品
の
大
ヒ
ッ
ト
商
品
で
あ

る
世
界
初
の
カ
ッ
プ
麺
「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」
が
こ
の
年
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
・
銀
座
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
１
号
店
が
開
店
さ
れ
る
な
ど
日
本
の
食

文
化
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
の
い
の
し
し
（
猪
、
中
国
で
は
ぶ
た
）
で
す
が
、
十
二
支
に
は
そ
れ

ぞ
れ
に
季
節
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
亥
の
季
節
は
冬
で
す
。
春
の
芽
吹
き
ま

で
、
じ
っ
と
固
い
種
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
に
こ
め
て
い
る
。
ま
さ
に
そ
う
し

た
イ
メ
ー
ジ
が
亥
年
の
持
つ
意
味
と
の
こ
と
。
翌
年
か
ら
始
ま
る
次
の
種
の
成
長

に
備
え
て
、
外
に
向
け
て
の
活
動
で
は
な
く
、
内
部
の
充
実
を
心
が
け
る
と
良
い

年
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
三
宅
島
の

大
噴
火
も
っ
と
遡
る
と
関
東
大
震
災
も
亥
年
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
嬉
し

く
な
い
話
で
す
が
、
災
害
へ
の
備
え
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

公
益
社
団
法
人
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
は
、
今
年
設
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

10
月
に
は
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
努
力
や

苦
労
に
よ
っ
て
今
の
全
脊
連
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
け
る
よ
う
微
力
な
が
ら
我
々
も
尽
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。
ま
ず
は
2020
年
に
千
葉
で
行
わ
れ
る
全
国
総
会
の
準
備
に
万
全
を
期
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
暖
か
い
春
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

連
絡
先

事
務
局
℡
０
５
０-

３
６
３
４-

７
２
５
７

Email:sijchiba.hide.iioka@gmail.com
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平
成
三
十
一
年
度

千
葉
県
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

拝
啓

早
春
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
当
会
の
活
動
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
先
の
と
お
り
、
平
成
31
年
度
の
千
葉
県
支
部
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
議
案
中
に
は
定
足
を
必
要
と
す
る
議
案
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
当
日
ご
欠

席
の
場
合
は
、
誠
に
お
手
数
な
が
ら
同
封
の
委
任
状
に
賛
否
を
明
示
さ
れ
、
ご
押
印
の

う
え
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※矢印は館山道市原ICから会場までの案内です。平
成
31
年
度
千
葉
県
支
部
定
期
総
会
次
第

１
．
開
会
宣
言 

 
 
 

午
前
10
時
～

２
．
支
部
長
挨
拶

３
．
議
長
選
出

４
．
資
格
審
査
報
告

５
．
総
会
議
事

第
一
号
議
案

平
成
30
年
度
活
動
報
告

第
二
号
議
案

平
成
30
年
度
会
計
報
告

平
成
30
年
度
監
査
報
告

第
三
号
議
案

平
成
31
年
度
事
業
計
画

第
四
号
議
案

平
成
31
年
度
予
算

第
五
号
議
案

役
員
組
織
見
直
し
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

そ
の
他
の
案
件

６
．
議
長
解
任

７
．
閉
会
宣
言

会場

記

■
期
日

平
成
31
年
４
月
７
日(

日)

■
会
議

10
時
～
15
時
予
定

■
会
場

市
原
市
三
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

1F
研
修
室(

下
記
案
内
図
参
照)

■
場
所

千
葉
県
市
原
市
海
士
有
木
２
２
５-

４

 
 
 
 

℡
０
４
３
６-

３
７-

７
１
０
０

※
昼
食(

お
弁
当
・
お
茶)

は
支
部
で
用
意
い
た
し
ま
す
。

※
返
信
用
は
が
き(

委
任
状)

は
、
３
月
31
日(

日)

ま
で
に
必
着
す

る
よ
う
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
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第
一
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告

４
月
１
日

平
成
30
年
度
支
部
定
期
総
会
＆

第
一
回
役
員
会

25
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田

５
月
14
日

千
葉
リ
ハ
第
16
回
脊
損
講
習
会
実
行
委
員
会

出
席
：
中
澤

23
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤

６
月
８
～
９
日

第
17
回
総
会
石
川
県
大
会

会
場

石
川
県
立
音
楽
堂

地
下1

階
「
交
流
ホ
ー
ル
」

出
席
：
露
崎
夫
妻
、
飯
岡
、
磯
部

17
日

第
２
回
役
員
会

会
報
129
号
発
行

19
日

千
葉
リ
ハ
運
営
懇
談
会

出
席
者
：
飯
岡

27
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
：
露
崎
、
佐
藤
、
飯
岡

７
月
８
日

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ラ
ン
チ
会

ホ
テ
ル
日
航
成
田

本
館

2F/

中
国
料
理

「
桃
季
」

参
加
者
：
23
名

25
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤

８
月
５
日

第
３
回
役
員
会

会
報
130
号
発
行

22
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
：
露
崎
、
佐
藤

９
月
１
日

平
成
30
年
度
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

現
任
研
修
会

会
場

コ
ン
セ
ー
レ
（
一
般
財
団
法
人
栃
木
県
青
年
会
館
）

出
席
：
露
崎
夫
妻
、
飯
岡
、
磯
部

２
日

第
42
回
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
栃
木
県
大
会

会
場

コ
ン
セ
ー
レ
（
一
般
財
団
法
人
栃
木
県
青
年
会
館
）

出
席
：
露
崎
夫
妻
、
飯
岡
、
磯
部

23
日

第
26
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会

マ
ザ
ー
牧
場

参
加
者
：
45
名

26
日

千
葉
リ
ハ
脊
損
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
打
合
せ

参
加
者
：
露
崎

25
日

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
高
速
バ
ス
に
リ
フ
ト
付
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
の
要
望

書
を
千
葉
県
総
合
企
画
部
交
通
計
画
課
経
由
千
葉
県
知
事
あ
て
に
提
出

26
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田

10
月
７
日

第
４
回
役
員
会

24
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者:

露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田
、
飯
岡

11
月
４
日

５
回
役
員
会

会
報
131
号
発
行

24
日

千
葉
リ
ハ
第
16
回
脊
髄
損
傷
者
講
習
会

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
忍
、
金
谷
、
佐
藤
、
中
澤
、
畠
山
、
松
田
、
磯
部
、
飯
岡

28
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田
、
飯
岡

12
月
２
日

支
部
忘
年
会

ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
東
京
ベ
イ
幕
張49

階

ラ
・
ジ
ュ
エ
・
ド
・
シ
エ
ル
幕
張

参
加
者
32
名

９
日

第
６
回
み
ん
な
の
音
楽
会

千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

19
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者:
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田
、
畠
山

１
月
13
日

第
６
回
役
員
会

23
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
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参
加
者
：
露
崎
、
佐
藤

２
月
27
日

千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

３
月
５
日

第
７
回
役
員
会

支
部
会
報
132
号
発
行

24
日

千
葉
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
と
の
打
ち
合
わ
せ

そ
の
他
の
常
時
活
動

１
．
日
石
レ
オ
ン
と
の
燃
料
価
格
の
確
認
（
毎
月
）

２
．
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

３
．
電
話
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
施

４
．
ア
ン
ケ
ー
ト
等
調
査
活
動
へ
の
協
力

５
．
そ
の
他
要
望
活
動

第
二
号
議
案

平
成
30
年
度
会
計
報
告

平
成
30
年
度
会
計
監
査
報
告

第
三
号
議
案

平
成
31
年
度
事
業
計
画
案

１
．
第
８
回
食
事
会

２
．
第
27
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会

３
．
第
７
回
み
ん
な
の
音
楽
会

４
．
忘
年
会

５
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動

６
．
身
障
者
駐
車
場
の
マ
ナ
ー
啓
発
活
動

７
．
手
動
運
転
装
置
の
無
料
点
検

８
．
役
員
会
の
開
催

９
．
支
部
会
報
「
脊
損
ち
ば
」
の
定
期
発
行
（
４
回
／
年
）

10
．
千
葉
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
容
の
充
実

11
．
第
19
回
総
会
千
葉
県
大
会
準
備

12
．
他
県
支
部
及
び
他
団
体
と
の
交
流

13
．
要
望
活
動
の
実
施

14. 

日
石
レ
オ
ン
と
の
燃
料
価
格
の
契
約
継
続

15
．
脊
損
関
連
脊
及
び
障
害
者
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
モ
ニ
タ
ー
へ
の
協
力

第
四
号
議
案

平
成
31
年
度
予
算
案

第
五
号
議
案

役
員
組
織
に
つ
い
て

P6
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

第
六
号
議
案

そ
の
他
の
案
件

（1）
第
18
回
総
会
山
形
県
大
会
に
つ
い
て

（2）
第
43
回
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

（3）
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
に
つ
い
て

（4）
提
案
事
項
、
意
見
・
要
望
等
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平成３１年度千葉県支部役員組織（案）

役 職 名 名 前 主な担当

支 部 長 飯岡 秀之
支部の統括及び責任者 対外的業務

本部監事

副支部長 露崎 耕平

千葉リハピアサポート

みんなの音楽会実行委員長

本部及び他支部交流会への参加

副支部長 若林 武

支部ピアサポート拡大

バーベキュー昼食会実行委員長

本部及び他支部交流会への参加

財 務

忍 司

中澤 恵子

畠山 直久（補佐）

松田 よしえ（補佐）

会計処理 庶務

補佐は会費未納対応と担当

広 報

千葉 均

富田 健一

佐藤 翔太

支部会報作成及び製本、送付準備

相談支援

露崎 耕平

若林 武

尾崎 ひかる

佐藤 翔太

松田 よしえ

頚損者及び胸・腰損者のピアサポート

企 画

豊田 尚洋

上代 有希

畠山 直久

支部イベント企画および準備

情報通信
千葉 均

佐藤 翔太
支部ホームページの更新

女子会

中澤 恵子

尾崎 ひかる

松田 よしえ

女性のピアサポート強化

食事会・忘年会実行委員長

女性が参加しやすい企画を担当

会計監査
尾崎 ひかる

金谷 喜三郎
財務の監査

相 談 役
千葉 均

金谷 喜三郎
事業や全体の相談ごと
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■
期

日
：
平
成
30
年
11
月
４
日(

日)

10
：
00
～
14
：
00

■
場

所
：
市
原
市
三
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）

2F
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

■
出
席
者
：
７
名

飯
岡
秀
之
、
金
谷
喜
三
郎
、
佐
藤
翔
太
、
露
崎
耕
平
、
富
田
健
一
、
豊
田
尚
洋
、

中
澤
恵
子

■
陪
席
者
：
１
名

久
根
崎
克
美

【
一
般
経
過
報
告
】

１
．
千
葉
リ
ハ
関
係

（1）
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

10
月
24
日

テ
ー
マ
「
外
出
」

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田
、
飯
岡
岡

（2）
脊
損
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
露
崎
、
佐
藤
、
飯
岡
の
３
名
が
登
壇
す
る
こ
と
で
回
答
済

２
．

脊
損
ち
ば
第
131
号

８
月
５
日

会
員
等
に
発
送

３
．
そ
の
他

入
会
者 
 

10
月
：
出
口
龍
彦
氏
（
柏
市
）

退
会
者 

 

な
し

会
員
数 

 

11
月
３
日
現
在

１
０
０
名

【
今
後
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

11
月
：
11
月
28
日
（
水
）
テ
ー
マ
未
定

参
加
者
：
露
崎
、
佐
藤

12
月
：
12
月
26
日
（
水
）
テ
ー
マ
未
定

参
加
者
：
露
崎
、
佐
藤

【
Ｔ
ｏ
Ｄ
ｏ
】
12
月
は
19
日
に
開
催
す
る
よ
う
に
千
葉
リ
ハ
に
申
し
入
れ
る
。（
飯
岡
）

２
．
脊
損
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

11
月
24
日
（
土
）
13
：
00
～
16
：
00

千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

（1）
内
容
：

①
講
演
「
脊
髄
損
傷
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
め
方
」

座
長
：
吉
永
勝
訓
氏
（
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
）

講
師
：
菊
池
尚
久
氏
（
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
）

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
脊
髄
損
傷
者
の
排
便
管
理
も
実
際
」

③
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
聞
い
て
み
よ
う

・
そ
の
他
：
ブ
ー
ス
出
展
と
車
展
示

・
参
加
者
：
露
崎
、
金
谷
、
忍
、
中
澤
、
佐
藤
、
尾
崎
、
畠
山
、
松
田
、
飯
岡

・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
露
崎
、
佐
藤
、
飯
岡

・
展
示
車
：
忍
、
露
崎

・
弁
当
用
意
：
飯
岡
が
注
文
。
金
谷
が
取
り
に
行
く
。

３
．
忘
年
会

12
月
２
日
（
日
）
12
：
00
～
（
受
付
開
始
：
11
：
30
）

ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
東
京
ベ
イ
幕
張
49
階

ラ
・
ジ
ュ
エ
・
ド
・
シ
エ
ル
幕
張

０
４
３
８-

２
０-

５
２
３
６

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
ひ
び
野
２-

３

（1）
会
費

大
人

３
，
８
０
０
円

小
学
生

１
，
８
０
０
円

未
就
学
児

無
料

（2）
参
加
申
込
先
：
飯
岡

（3）
申
込
み
締
切
り
：
11
月
25
日

（4）
集
合
時
間
：
11
：
00

（5）
参
加
者
：
忍
、
金
谷
、
佐
藤
、
露
崎
家
、
富
田
、
豊
田
、
中
澤
、
若
林
、
尾
崎
、

飯
岡

（6）
担
当

・
受
付
：
中
澤
、
尾
崎
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・
司
会
：
露
崎

・
会
場
案
内
：
若
林
、
佐
藤
、

・
駐
車
場
：
露
崎
、
金
谷

４
．
第
６
回
み
ん
な
の
音
楽
会

12
月
9
日
（
日
）
10
：
00
～
15
：
45

千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

（1）
協
賛
依
頼
に
つ
い
て

（2）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

６
名
程
度
確
保
済

（3）
集
合
時
間
：
10
：
00

（4）
参
加
者
：
金
谷
、
露
崎
家
、
豊
田
、
中
澤
、
尾
崎
、
飯
岡

（5）
担
当

・
受
付
：
中
澤

・
司
会
：
露
崎
（
実
行
委
員
長
）

・
お
弁
当
、
お
菓
子
：
露
崎

（6）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

10:

00
準
備
開
始

11:

00
昼
食

12:

30
受
付
開
始

会
場
オ
ー
プ
ン

13:

00
は
じ
ま
り
の
会

13:

15
１
部
開
始

13:

45
１
部
終
了

14:

00
２
部
開
始

14:

30
２
部
終
了

お
わ
り
の
会
開
始

14:

45
終
了

撤
収
開
始

15:

45
解
散

５
．
そ
の
他

（1）

4
月
支
部
総
会
に
つ
い
て

【
Ｔ
ｏ
Ｄ
ｏ
】
手
動
装
置
の
点
検
を
実
施
す
る
。
ア
ス
ト
ロ
に
依
頼
す
る
。（
露
崎
）

【
第
19
回
総
会
千
葉
県
大
会
】

１
．
経
過
報
告

特
に
な
し

２
．
審
議
事
項

特
に
な
し

◎
次
回
役
員

平
成
30
年
１
月
13
日
（
日
）
AM

10
時
～ 

 
 
 

サ
ン
ハ
ー
ト

2F
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

■
期

日
：
平
成
31
年
１
月
13
日(

日)

10
：
00
～
14
：
00

■
場

所
：
市
原
市
三
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）

2F
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

出
席
者
：
７
名

飯
岡
秀
之
、
尾
崎
ひ
か
る
、
金
谷
喜
三
郎
、
佐
藤
翔
太
、
露
崎
耕
平
、
富
田
健
一
、

若
林
武

【
一
般
経
過
報
告
】

１
．
千
葉
リ
ハ
関
係

（1）
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

11
月
28
日

テ
ー
マ
「
自
動
車
」

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田
、
飯
岡

12
月
19
日

テ
ー
マ
「
家
屋
」

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田
、
畠
山

（2）
脊
損
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

11
月
24
日
（
土
）
13
：
00
～
16
：
00

２
．
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

（1）
内
容
：

①
講
演
「
脊
髄
損
傷
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
め
方
」

座
長
：
吉
永
勝
訓
氏
（
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
）

講
師
：
菊
池
尚
久
氏
（
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
）

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
脊
髄
損
傷
者
の
排
便
管
理
も
実
際
」

③
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
聞
い
て
み
よ
う
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（2）
そ
の
他
：
ブ
ー
ス
出
展
と
車
展
示

（3）
参
加
者
：

露
崎
家
、
尾
崎
、
忍
、
金
谷
、
佐
藤
、
中
澤
、
畠
山
、
松
田
、
磯
部
、
飯
岡

３
．
忘
年
会

12
月
２
日
（
日
）
12
：
00
～
（
受
付
開
始
：
11
：
30
）

ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
東
京
ベ
イ
幕
張
49
階

ラ
・
ジ
ュ
エ
・
ド
・
シ
エ
ル
幕
張

０
４
３
８-

２
０-

５
２
３
６

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
ひ
び
野
２-

３

参
加
者
数
：
32
名
（
内
子
供
３
名
）

４
．
第
６
回
み
ん
な
の
音
楽
会

12
月
９
日
（
日
）
10
：
00
～
15
：
45

千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

５
．
そ
の
他

入
会
者 

 

12
月
入
会
：
相
川

秀
雄
（
君
津
市
）、
内
田

有
史
（
船
橋
市
）

退
会
者 

 

な
し

会
員
数 

 

１
月
12
日
現
在

１
０
２
名

【
今
後
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

１
月
：
１
月
23
日
（
水
）
テ
ー
マ
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
↓
「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤

２
月
：
２
月
27
日
（
水
）
テ
ー
マ
未
定

参
加
者
：
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤

【
Ｔ
ｏ
Ｄ
ｏ
】「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て
は
、対
象
と
な
る
制
度
が
個
人
ご
と
に
違
い
、

一
般
的
な
話
し
か
で
き
な
い
。
人
に
よ
っ
て
は
関
係
な
い
制
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分

も
使
え
る
も
の
と
勘
違
い
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
一
度
千
葉
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
と
取
り

扱
い
を
検
討
し
た
い
。
よ
て
、
千
葉
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
に
１
/

23
の
テ
ー
マ
を
「
フ
リ
ー

ト
ー
ク
」
に
変
更
依
頼
す
る
。（
飯
岡
）

２
．
千
葉
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
と
の
勉
強
会
＆
懇
談
会

未
定

【
Ｔ
ｏ
Ｄ
ｏ
】1

月
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
際
に
日
程
を
調
整
す
る
（
露
崎
）

３
．
平
成
31
年
度
支
部
定
期
総
会
開
催
に
つ
い
て

（1）
開
催
日

４
月
７
日
（
日
）
10
時
～
15
時

（2）
会
場
：
市
原
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）

（3）
検
討
課
題

平
成
31
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
（
P5
参
照
）

平
成
31
年
度
役
員
組
織
（
案
）
に
つ
い
て
（
P6
参
照
）

４
．
会
報
132
号
を
発
行
に
つ
い
て
（
３
/
３
発
送
予
定
）

（1）
原
稿
作
成
担
当

・「
支
部
長
年
頭
の
挨
拶
」：
飯
岡

・「
平
成
31
年
度
定
期
総
会
の
ご
案
内
」：
飯
岡

・「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
」：
飯
岡

・
支
部
役
員
会
議
事
録
：
佐
藤

・
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
報
告
：
佐
藤

・
支
部
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
お
知
ら
せ
：
飯
岡

・「
家
族
の
足
跡
達
」：
露
崎

・「
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
」：
若
林

・
忘
年
会
開
催
報
告
：
佐
藤

・
第
６
回
み
ん
な
の
音
楽
会
開
催
報
告
：
露
崎

（2）
原
稿
〆
切
＝
２
/

14 
 

編
集
終
了
２
/

18 
 

印
刷
依
頼
＝
２
/

24 
 

会

報
納
品
＝
２
/

28

編
集
終
了
後
、
メ
ー
ル
か
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
て
直
接
印
刷
所
に
送
る

担
当
：
佐
藤

（3）
総
会
出
欠
の
は
が
き
と
会
費
振
込
み
用
紙
（
個
別
に
金
額
を
記
入
し
た
通
知
書
も
）
を

同
封
す
る
。

５
．
第
19
回
総
会
千
葉
県
大
会

（1）
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：
別
紙
「
第
19
回
総
会
千
葉
県
大
会

準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
の

と
お
り

（2）
担
当
：
別
紙
「
第
19
回
総
会
千
葉
県
大
会

準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
の
と
お
り

◎
次
回
役
員
会

平
成
31
年
３
月
３
日
（
日
）
AM
９
時
～ 

 
 
 

サ
ン
ハ
ー
ト

2F
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
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今
回
の
テ
ー
マ
は
【
外
出
】
で
し
た
。
連
合
会
か
ら
は
６
名
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
ご

参
加
頂
き
、
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
全
員
で
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
外

出
に
つ
い
て
の
動
画
や
ス
ラ
イ
ド
を
見
ま
し
た
。
後
半
は
、
連
合
会
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
々
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
ス
タ
ッ
フ

の
山
崎
さ
ん
が
作
成
し
た
動
画
（
車
イ
ス
で
家
を
出
て
車
に
乗
り
、
高
速
道
路
の
パ
ー
キ

ン
グ
の
ト
イ
レ
に
寄
っ
て
、
香
取
神
宮
に
到
着
す
る
様
子
）
を
見
な
が
ら
、
実
際
の
外
出

に
つ
い
て
皆
で
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
外
出
に
お
け
る
『
知
っ
て
お
き
た
い4

つ
の
こ
と
』
と
し
て
、
①
入
院
中
に
で
き
る
こ
と
、
②
外
出
す
る
前
の
情
報
収
集
、
③
外

出
時
の
必
需
品
、
④
経
験
を
積
む

以
上
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
①
入
院
中
に
で

き
る
こ
と
で
は
、
ま
ず
、
ト
イ
レ
管
理
が
挙
が
り
ま
し
た
。
量
や
感
覚
の
目
安
を
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
す
。
次
に
、
車
椅
子
操
作
が
挙
が
り
ま
し
た
。
入
院
中
に
院

内
や
屋
外
に
お
い
て
、
ど
の
く
ら
い
の
傾
斜
な
ら
負
担
な
く
自
走
出
来
る
か
、
知
っ
て
お

く
と
良
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
入
院
中
に
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
出
て
、
退
院
後
の

生
活
に
必
要
な
様
々
な
情
報
を
得
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
②
外
出

す
る
前
の
情
報
収
集
で
は
、『
車
椅
子
ト
イ
レ
は
あ
る
か
？
』『
段
差
は
な
い
か
？
』
な
ど

事
前
の
情
報
収
集
を
す
る
際
に
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
（
道
路

や
建
物
の
状
況
が
分
か
る
）
、
Ｗ
ｈ
ｅ
ｅ
ｌ
ｏ
ｇ
（
実
際
に
行
っ
た
場
所
の
情
報
を

G
o
o
g
le

マ
ッ
プ
上
に
あ
げ
て
、
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
）、
Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｎ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
家
か
ら
目
的
地
ま
で
の
経
路
、
所
要
時
間
を
調
べ
る
こ
と
が
出
来
る
）
な

ど
が
役
に
立
つ
そ
う
で
す
。
そ
の
他
、
当
事
者
ブ
ロ
グ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
も
多
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
③
外
出
時
の
必
需
品
で
は
、
障
害
者
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
公
共
の

駐
車
場
が
無
料
と
な
っ
た
り
、
映
画
館
や
美
術
館
、
水
族
館
な
ど
で
割
引
に
な
る
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
も
し
も
の
時
に
備
え
、
着
替
え
を
用
意
し
て
お
く
と
良
い
と
の
こ
と
で

す
。
④
経
験
を
積
む
で
は
、
一
つ
一
つ
の
出
来
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
外
に
出
よ
う
と

い
う
意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
た
め
、
出
来
る
範
囲
で
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と

を
お
勧
め
し
て
い
ま
し
た
。

後
半
は
外
出
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
様
々
な
相
談
が
挙
が
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
山

崎
さ
ん
や
連
合
会
の
方
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ト
イ
レ

が
自
分
の
ト
イ
レ
動
作
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
』
と
の
悩
み
に
対
し
、
時
間
が
掛
か
り

大
変
な
面
も
あ
る
が
、
自
分
で
動
作
を
変
え
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
必
要
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
を
し
や
す
い
服
装
で
出
か
け
る
こ
と
も
大
切
と
の
こ
と
で

す
。
他
に
も
、
レ
ッ
グ
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、『
運
転
は

自
信
が
な
く
、
他
の
人
に
頼
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
人
は
外
出
時
に
ど
う
し
た

ら
良
い
か
？
』
と
の
悩
み
に
対
し
、
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
周
り
の
人
と
一
緒
に
外
出

す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の
際
は
、
バ
ス
の
営
業

所
に
事
前
に
連
絡
を
し
た
り
、
駅
の
窓
口
に
申
し
出
て
お
く
と
、
環
境
調
整
を
し
て
く
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
他
に
も
『
運
転
免
許
の
延
長
は
ど
う
し
た
ら
？
』
と
の
悩
み
に
対

し
、免
許
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
に
連
絡
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

更
新
の
日
が
近
づ
い
て
い
る
が
、
ま
だ
運
転
出
来
る
状
態
に
回
復
し
て
い
な
い
な
ど
、
今

の
状
態
を
伝
え
て
相
談
す
る
と
良
い
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

■
日
時

10
月
24
日
（
水
曜
日
）
3Ｃ
食
堂

■
テ
ー
マ

外
出
に
つ
い
て

■
参
加
者

Ｏ
様
、
Ｍ
様
、
Ｗ
様
、
Ｓ
様
、
Ｆ
様
、
Ｙ
様
、
Ｍ
様
＆
ご
家
族
、

Ｈ
様
＆
ご
家
族

■
連
合
会

飯
岡
、
露
崎
、
露
崎
、
佐
藤
、
松
田
、
尾
崎

■
ス
タ
ッ
フ

山
崎

Ｓ
Ｗ
：
荒
井

Ｄ
ｒ
：
浅
野
先
生

小
澤
先
生(

研
修
医) 

心
理
：
遠
藤
、
中
胡



1977 年 12 月 3 日 第 3 種郵便物認可（毎月 18 回 1・2・3・5・6・7 日発行）   SSKP 脊損ニュース 脊損ちば 2019 年 2 月 27 日発行 通巻第 7101 号

- 12 -

最
後
に
、
車
椅
子
で
新
幹
線
、
地
下
鉄
、
飛
行
機
に
乗
っ
て
外
出
す
る
様
子
の
動
画
を

見
て
、
み
な
さ
ん
で
参
考
に
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
充

実
し
た
情
報
交
換
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
自
動
車
』
で
し
た
。
連
合
会
か
ら
は
５
名
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に

ご
参
加
頂
き
、
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
山
崎
さ
ん

が
作
成
し
た
動
画(

車
へ
移
乗
す
る
際
の
様
子
や
車
椅
子
の
載
せ
方)

を
見
ま
し
た
。
車
椅

子
を
載
せ
る
際
は
、
洋
服
が
汚
れ
な
い
よ
う
に
、
体
の
上
に
タ
オ
ル
を
敷
い
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
オ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
と
い
う
、
リ
モ
コ
ン
操
作
で
簡
単
に
車
椅
子
を
屋
根
の

上
に
収
納
出
来
る
装
置
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
握
力
が
弱
く
て
も
心
配
が
要
ら
な
い

こ
と
、
後
部
座
席
が
汚
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
助
成
金
が
出
な

い
た
め
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、『
車
に
乗
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
４
つ
の
こ
と
』
と
し
て
、
①
『
入
院
中
に
で

き
る
こ
と
』、
②
『
乗
る
前
の
手
続
き
』、
③
『
車
の
購
入
・
使
用
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
』、

④
『
気
を
つ
け
る
こ
と
』
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
①
『
入
院
中
に
で
き
る
こ
と
』
と
し
て
、

ト
イ
レ
管
理
に
関
し
て
、
量
や
間
隔
の
目
安
を
把
握
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
が
り
ま
し
た
。

②
『
乗
る
前
の
手
続
き
』
で
は
、
免
許
セ
ン
タ
ー
で
、
運
転
適
性
検
査
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
、
移
乗
や
操
作
が
問
題
な
く
出
来
る
か
を
確
認
し
、
免
許
の
書
き
換
え
を
行
う
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
③
『
車
の
購
入
・
使
用
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
』
で
は
、
手
動
装

置
に
は
助
成
金
が
出
る(

所
得
額
に
よ
り
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
有)

と
の
話
や
、
自
動
車

税
・
自
動
車
取
得
税
・
福
祉
車
両
消
費
税
・
手
動
装
置
消
費
税
の
免
税
が
あ
る
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
自
動
車
税
・
自
動
車
所
得
税
は
、
県
税
事
務
所
で
の
申
請
、
手
動
装
置
助

成
金
・
手
動
装
置
消
費
税
は
、
役
所
で
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
駐
車
禁

止
除
外
証
が
あ
れ
ば
、
駐
車
禁
止
の
場
所
で
も
駐
車
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す(

た
だ
し
、

交
差
点
内
や
消
火
栓
付
近
な
ど
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
は
対
象
外)

。
こ
れ
は
自

分
が
運
転
せ
ず
に
乗
っ
て
い
る
だ
け
の
時
も
有
効
と
の
こ
と
で
す
。
警
察
で
手
続
き
を
す

る
と
、
発
行
さ
れ
ま
す
が
、
交
付
ま
で
に
１
か
月
程
度
掛
か
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
３
年

の
期
限
が
あ
り
、
自
分
で
忘
れ
ず
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
身
体
障
害

者
手
帳
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
登
録
割
引
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
④
『
気
を
つ
け

る
こ
と
』
で
は
、
褥
瘡
対
策
と
し
て
、
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
、
低
反

発
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
使
う
こ
と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
の
方
か
ら
「
車
椅
子
か
ら
車
へ
の
移
乗
の
際
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
使
用
す
る
以
外
で
良
い
方
法
は
？
」
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
折
り
畳
み
式
や
脱
着
式
の
ボ
ー
ド
を
使
用
す
る
や
り
方
や
、
移
乗
の
際
に
転
落
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
車
と
車
椅
子
に
フ
ッ
ク
を
つ
け
て
固
定
す
る
や
り
方
を
紹
介
し
て

頂
き
ま
し
た
。
次
に
「
握
力
が
弱
く
て
も
手
動
装
置
を
使
用
出
来
る
か
？
」
と
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
握
ら
な
く
て
も
よ
い
特
注
の
装
置
を
使
用
し
て
運
転
す

る
方
法
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
握
力
が
弱
く
て
も
大
丈
夫
と
の
こ
と
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
、
充
実
し
た
情
報
交
換
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
ご

参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
日
時

11
月
28
日
（
水
曜
日
）
3Ⅽ
食
堂

■
テ
ー
マ

自
動
車
に
つ
い
て

■
参
加
者

Ｕ
様
、
Ｓ
様
、
Ｉ
様
、
Ｍ
様
、
Ｙ
様
、
Ｉ
様
、
Ｍ
様
＋
ご
家
族

■
連
合
会

飯
岡
、
露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田

■
ス
タ
ッ
フ

山
崎
、
Ｓ
Ｗ
：
荒
井

Ｐ
Ｔ
：
佐
藤

Ｏ
Ｔ
：
市
村

心
理
：
遠
藤
、
中
胡

■
日
時

12
月
19
日
（
水
曜
日
）
3Ｃ
食
堂

■
テ
ー
マ

家
屋
に
つ
い
て

■
参
加
者

Ｈ
様
、
Ｈ
様
、
Ｈ
様
、
Ｍ
様
、
Ｙ
様
、
Ｗ
様
＆
ご
家
族
、
Ｙ
様
＆
ご
家
族

■
連
合
会

露
崎
、
尾
崎
、
佐
藤
、
松
田
、
畠
山

■
ス
タ
ッ
フ

山
崎

Ｓ
Ｗ
：
荒
井

心
理
：
遠
藤
、
中
胡
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今
回
の
テ
ー
マ
は
【
家
屋
】
で
し
た
。
連
合
会
か
ら
は
５
名
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
ご

参
加
頂
き
、
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
ス
タ
ッ
フ
の
山
崎
さ
ん
が
作

成
し
た
動
画
（
駐
車
場
か
ら
部
屋
ま
で
の
移
動
）
を
見
ま
し
た
。
駐
車
場
か
ら
玄
関
ま
で

が
ス
ロ
ー
プ
に
な
っ
て
お
り
、雨
が
降
っ
た
と
き
の
た
め
に
、屋
根
も
つ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
玄
関
に
着
く
と
、
靴
棚
が
腰
よ
り
上
の
出
し
入
れ
し
や
す
い
箇
所
に
設
置
さ
れ

る
な
ど
、
様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、『
自
宅
へ
帰
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
７
つ
の
こ
と
』
と
題
し
た
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
①
『
家
の
玄
関
』
で
は
、
玄
関
ま
で
の
道
の
り
を
、

ス
ロ
ー
プ
や
昇
降
機
を
使
用
し
て
出
入
り
す
る
手
段
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
②

『
ス
ト
レ
ス
な
し
＝
バ
リ
ア
な
し
』
で
は
、
生
活
す
る
導
線
を
バ
リ
ア
が
な
い
よ
う
に
し

て
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
す
る
た
め
の
具
体
例
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
畳
の
部
屋
を

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
改
修
し
、
車
椅
子
で
通
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
玄
関
の
土
間
の
高
さ

を
上
げ
て
段
差
を
少
な
く
す
る
こ
と
、
扉
は
引
き
込
み
戸
を
使
用
し
て
軌
跡
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
す
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
方
法
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
③
『
ト
イ
レ
』
で

は
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
手
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
便
座

へ
座
る
工
夫
、
ト
イ
レ
の
ド
ア
を
取
っ
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
に
す
る
工
夫
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
入
院
中
に
、
様
々
な
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
、
ご
自
分

に
合
っ
た
ト
イ
レ
を
探
す
と
よ
い
と
の
こ
と
で
す
。
④
『
睡
眠
』
で
は
、
家
族
が
い
て
、

リ
ビ
ン
グ
の
近
く
に
寝
室
が
あ
る
と
き
な
ど
に
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
を
取
り
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
明
か
り
や
音
を
遮
り
、
睡
眠
環
境
を
整
え
た
例
な
ど
が
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
脊
髄
基
金
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
出
て
い
る
『
睡
眠
改
善
の
ヒ
ン
ト
』
を
参
考
に
す

る
の
も
良
い
と
の
こ
と
で
す
。
⑤
『
入
浴
』
で
は
、
浴
室
の
洗
い
場
の
床
に
台
を
置
い
て
、

そ
こ
か
ら
浴
槽
へ
移
る
方
法
や
、
床
自
体
の
高
さ
を
調
整
す
る
方
法
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
⑥
『
事
前
申
請
』
で
は
、
改
築
を
す
る
際
に
は
、
事
前
に
役
所
へ
申
請
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
詳
細
は
、
担
当
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
市
町
村
の
窓
口

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
⑦
『
病
院
内
の
探
検
』
で
は
、
院
内
の
坂
道
や
ス
ロ
ー
プ
を
昇
っ

て
、
自
力
で
ど
こ
ま
で
走
行
出
来
る
か
確
認
し
て
お
く
と
、
退
院
後
の
生
活
に
役
立
つ
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
連
合
会
の
方
か
ら
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
車
椅
子
で
移
動
す
る
と
き
に
、
荷
物
を
載
せ
て
い
る
場
合
、
身
体
が
疲
労
し
て
い
る

場
合
な
ど
を
考
え
て
、
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
設
置
す
る
際
に
は
、
余
裕
を
も
っ
た
傾
斜
に
し

て
お
く
と
良
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
を
改
修
せ
ず
と
も
、
福
祉
用
具
で

補
え
る
場
合
が
あ
り
、
な
る
べ
く
既
存
の
ま
ま
で
生
活
す
る
こ
と
を
考
え
る
視
点
も
重
要

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
者
の
方
か
ら
も
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
お
風
呂
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

検
討
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
め
ば
よ
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
介
護
保
険
の
方
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
窓
口
と
な
っ
て
、
業
者
を
紹
介
し

て
も
ら
え
る
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
自
宅
で
快
適
に
生
活
す
る
た
め
の

改
修
や
環
境
設
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
特
に
テ
ー
マ
を
絞
ら
ず
、
気
に
な
る
こ
と
な
ど
を
自
由
に
話
す
『
フ
リ
ー
ト

ー
ク
』
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
が
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を
話
題
に
挙
げ
て
、
連
合

会
の
方
々
が
経
験
談
な
ど
を
、
気
さ
く
に
お
話
し
く
だ
さ
る
と
い
っ
た
雰
囲
気
で
し
た
。

参
加
者
の
方
達
か
ら
は
、『
車
の
運
転
』『
車
の
改
造
』『
改
造
に
要
す
る
期
間
』『
免
許

セ
ン
タ
ー
で
の
手
続
き
』
な
ど
、
主
に
車
に
関
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
手

続
き
に
つ
い
て
、
運
転
免
許
の
更
新
の
際
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
上
で
、

免
許
セ
ン
タ
ー
の
適
性
相
談
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
他
に
も
、
身
体
に

関
す
る
率
直
な
疑
問
に
つ
い
て
も
話
題
に
挙
が
り
、様
々
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

気
に
な
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
、
誰
に
聞
い
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
か
ら
大
き
な
難
問
ま
で
、
気
軽
に

話
題
に
出
来
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
日
時

１
月
23
日
（
水
曜
日
）
3Ⅽ
食
堂

■
テ
ー
マ

フ
リ
ー
ト
ー
ク

■
参
加
者

Ｈ
様

Ｗ
様

■
連
合
会

露
崎
、
佐
藤

■
ス
タ
ッ
フ

山
崎
、
Ｓ
Ｗ
：
荒
井

心
理
：
遠
藤
、
中
胡
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会場からの景色 受付の女子二人

支部長の挨拶。からの・・・ お幸せに

毎年恒例の忘年会が 12 月 2 日（日）に開催されました。

場所は、アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張 49 階 ラ・ジュエ・ド・シエル

～２０１８～

千 葉 県 支 部 忘 年 会 の 報 告

佐藤 翔太
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会場の様子③

明るい話題が盛りだくさんで、終始あったかい雰囲気の中、

笑顔いっぱいの忘年会となりました。

ご参加いただいた皆様、ありがとうございました

会場の様子①
会場の様子②

会場の様子③

乾
杯

＆

祝
！
復
活
の
挨
拶
。

お
か
え
り
な
さ
い
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露﨑 耕平

12 月 9 日クリスマスもまじかな季節になると毎年やってくるのが｢みんなの音楽会｣、早

いもので６回目開催が千葉リハビリセンター大ホールで幕を上げました。

いつも大勢の方に音楽を楽しみに来て頂いてとても感謝しております。

今年の演奏も、もちろん！

そうです、｢稲毛おんぶす｣の皆さんです。

毎年思考を凝らし奏でられる音楽達は、いつもワクワク。待ちに待った一時なのです。

出番待ち↓            受付も準備 OK！あれ？誰かが居る…↓

盛上っております↑         演奏最高↑

写真にもちらほら写っていますが、毎年サンタさんが音楽聴いて楽しくなって何処からと

も無く現れる！不思議な現象だ…
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今回はサンタさんだけじゃなくてセクシーサンタも一緒に来てました！

サンタサンレンパツ↑
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寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？

な
ん
だ
か
と
て
も
長
い
間
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
の
は
気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
…

11
月
に
お
蔭
様
で
３
人
揃
っ
て
七
五
三
を
元
気
に
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
両
家

の
両
親
と
千
葉
神
社
に
参
拝
に
行
き
ま
し
た
。

12
月
に
し
づ
く
の
個
人
面
談
が
あ
り
小
学

校
へ
言
っ
て
来
た
時
の
話
、
担
任
の
先
生
が

｢

お
父
さ
ん
、
私
凄
く
感
動
し
て
、
感
心
さ
せ

ら
れ
た
事
が
有
っ
た
ん
で
す
。｣何
か
と
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
授
業
で｢

恐
竜
ス
ピ
ー
カ
ー｣

と

言
う
工
作
の
時
間
が
有
り
、
ど
ん
な
物
か
と

言
う
と｢

紙
コ
ッ
プ
の
底
に
糸
を
通
し
、糸
を

引
っ
張
る
事
に
よ
っ
て
発
生
す
る
共
鳴
音
を

恐
竜
の
声
の
よ
う
に
再
現
す
る｣

と
言
う
様

に
物
。
作
成
段
階
で
ベ
ー
ス
は
皆
一
緒
だ
け

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
を
し
て
次
の
日
に｢

な

ぜ
こ
の
様
な
工
夫
を
し
た
発
表
す
る｣

と
言

っ
た
授
業
の
工
程
。

次
の
日
、
子
供
達
は
カ
ッ
プ
に
穴
を
開
け
て
み
た
り
、
糸
を
毛
糸
に
変
え
た
り
、
何

も
し
な
い
子
も
居
た
り
、
そ
ん
な
中
し
づ
く
は
こ
ん
な
工
夫
を
し
た
そ
う
で
す
。

糸
の
先
端
に
指
を
引
っ
掛
け
る
ワ
ッ
カ
を
作
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

し
づ
く
の
発
表
は｢

私
の
パ
パ
は
ケ
ガ
を
し
て
手
が
上
手
く
使
え
ま
せ
ん
。
指
で
糸

を
引
く
事
が
出
来
な
い
の
で
ワ
ッ
カ
を
作
り
、
こ
こ
に
指
を
引
っ
掛
け
れ
ば
糸
を
引

い
て
パ
パ
も
使
え
る
様
に
し
ま
し
た
。
｣

先
生
は
そ
の
発
表
を
聞
い
て
感
心
し
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
と
話
し
て
く
れ
、そ

の
話
を
し
な
が
ら
先
生
は
泣
い
て
い
て
、
僕
も
涙
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
生
は
学
校
の
授
業
の
中
で
子
供
達
は
こ
う
言
う
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
様
な
思
い

や
、
考
え
を
持
つ
授
業
が
足
り
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
づ
く
だ
け
に
限
ら
ず
、く
る
み
も
ま
だ
２
才
の
み
の
り
さ
え
も
外
出
先
で｢

こ
こ
は

階
段
が
あ
る
か
ら
行
け
な
い
と
言
う
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
探
す
ね｣

と
言
っ
た
り
迂

回
路
を
探
し
た
り
す
る
の
で
す
。

ま
た｢

こ
こ
に
こ
の
段
差
い
ら
な
い
の
に
な
ぁ｣

な
ん
て
言
っ
た
り
、坂
道
に
行
け
ば

｢

パ
パ
手
伝
う
よ｣

と
先
を
歩
い
て
い
て
も
戻
っ
て
く
る
。

僕
は
子
供
達
が
教
え
た
訳
で
も
な
い
が
、
自
分
で
感
じ
、
考
え
、
行
動
し
て
く
れ
る

事
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

中
に
は｢

子
供
に
ま
で
そ
ん
な
思
い
を
さ
せ
た
り
、我
慢
を
さ
せ
る
の
は
い
か
が
な
物

か
と｣

言
わ
れ
る
事
も
有
り
ま
す
が
、そ
れ
は
悪
い
事
な
の
か
と
僕
が
車
椅
子
ユ
ー
ザ

ー
で
あ
る
と
言
う
現
実
は
変
え
る
事
が
出
来
な
い
し
、
僕
自
身
が
こ
の
事
実
を
不
幸

だ
と
感
じ
て
い
な
い
。出
来
な
い
事
も
沢
山
あ
る
が
、出
来
る
事
も
沢
山
有
る
の
だ
。

子
供
達
は
僕
達
が
感
じ
て
い
る
以
上
に
も
の
事
を
理
解
し
、
把
握
し
て
、
観
察
し
、

考
え
感
じ
て
い
る
と
思
う
。

子
供
の
言
動
や
、
発
言
に
感
心
さ
せ
ら
れ
考
え
る
事
も
多
い
で
す
。

最
近
、
毎
朝
く
る
み
を
幼
稚
園
に
通
勤
途
中
に
送
っ
て
行
く
の
で
す
が
、
幼
稚
園
で

の
出
来
事
を
話
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
楽
し
い
事
や
楽
し
そ
う
に
、
嫌
な
事
は
と
て

も
嫌
そ
う
に
、
と
て
も
感
情
が
解
り
や
す
い
話
を
し
て
く
る
、
く
る
み
と
2
人
だ
け

で
過
ご
す
少
し
の
時
間
だ
け
ど
僕
に
は
掛
替
え
の
な
い
時
間
、
こ
の
時
間
は
実
は
真

純
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
時
間
、｢く
る
み
は
パ
パ
独
り
占
め
出
来
る
時
間
が
少
な

い
か
ら｣

と
よ
く
言
っ
て
い
る
。

家
族
の
足
跡
達
・
・
・
28
の
巻

 
 
 
 
 

千
葉
市

露
﨑

耕
平
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み
の
り
も
お
姉
ち
ゃ
ん
２
人
に
揉
ま
れ
な
が
ら
逞
し
く
、
負
け
ん
気
の
気
の
強
さ
は

1
番
！
上
が
居
る
か
ら
か
言
葉
を
覚
え
る
の
も
早
い
気
が
す
る
。
み
の
り
は｢

パ

パ
大
好
き
だ
か
ら
パ
パ
と
行
く
ー
と
か
パ
パ
の
隣
が
良
い｣

な
ん
て
よ
く
言
わ
れ
る
、

デ
レ
デ
レ
し
ち
ゃ
う
。

子
供
っ
て
凄
い
！
で
も
色
ん
な
状
況
を
察
知
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
真
純
ち

ゃ
ん
が
1
番
凄
い
し
、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
で
言
え
ば
「
ダ
ー
ス
ベ
ー
ダ
ー
」
だ
ね
。

例
え
が
ヘ
タ
だ
け
ど
褒
め
言
葉
で
す
よ
。

で
わ
ま
た
…

つ
づ
く

仲良し３姉妹

くるみちゃん みのりちゃん しづくちゃん

♪七五三おめでとう♪家族揃って
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「
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
」

副
支
部
長

若
林

武

こ
ん
に
ち
は
、
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
千
葉
県
支
部
副
支
部
長
の
若
林
武
で
す
。

今
回
は
私
の
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
…
人
そ
れ
ぞ
れ

に
人
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
書
か
せ
て
い
た
だ
く
私
の
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
は
、
も
う
ほ
ぼ
ほ
ぼ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
な
ん
で

す
が
、
飽
き
ず
に
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す(

笑)

皆
さ
ん
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、私
の
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
＝
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
は｢

家
族｣

で
す
。

当
た
り
前
だ
よ
と
思
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
家
族
は
普
通
の
家
庭
の
家
族
仲

と
は
少
々
変
わ
っ
て
い
ま
す(

笑)

私
に
は
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
父
と
母
が
い
ま
し
た
。
兄
弟
は
私
と
４
つ
違
い
の

兄
が
１
人
の
４
人
家
族
で
し
た
。

父
は
私
が
３
才
の
時
に
病
気
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
３
才
の
私
に
は
あ

ま
り
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
が
う
っ
す
ら
と
父
に
抱
っ
こ
さ
れ
た
記
憶
や

公
園
で
遊
ん
だ
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。
私
の
父
は
兄
が
生
ま
れ
る
前
ま
で
、
ヤ
ク

ザ(

任
侠
道
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代)

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
頃
の
任
侠
道
と

言
え
ば
、
｢弱
気
を
助
け
強
気
を
挫
く｣

と
い
っ
た
、
現
代
の
ヤ
ク
ザ
と
は
全
く
違
っ

た
ス
タ
イ
ル
の
も
の
だ
っ
た
と
母
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
小
さ
い
時
の
写
真
を
見
て
う

っ
す
ら
と
記
憶
に
残
っ
て
い
る
だ
け
の
、
あ
ま
り
記
憶
に
な
い
父
で
す
が
、
と
て
も

優
し
く
て
大
好
き
で
し
た
。

ま
た
、
そ
ん
な
父
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
い
だ
兄
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
の
不
良
で

中
学
に
な
る
と
暴
走
族
、
中
学
を
出
る
と
ヤ
ク
ザ
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
私
が
小
学

校
低
学
年
の
頃
は
と
て
も
怖
い
兄
で
し
た
が
、暴
走
族
の
頃
の
兄
は
と
て
も
優
し
く
、

ま
だ
小
学
生
の
私
を
暴
走
族
の
集
会
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
、
よ
く
兄
の
単
車

の
ケ
ツ
に
乗
せ
て
貰
っ
て
学
校
ま
で
送
っ
て
貰
っ
た
り
街
を
走
っ
た
り
等
し
て
、
ず

っ
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ケ
ン
カ
も
強
く
ヤ
ク
ザ
に

な
っ
て
か
ら
の
兄
は
、
や
は
り｢

弱
気
を
助
け
強
気
を
挫
く｣

と
い
っ
た
カ
ッ
コ
い
い

兄
で
し
た
。
そ
ん
な
兄
の
影
響
と
、
や
は
り
父
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
い
だ
私
も
、
中

学
卒
業
し
て
間
も
な
く
兄
に
続
い
て
ヤ
ク
ザ
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
｢俺
も
親
父

と
兄
貴
み
た
い
な
弱
気
を
助
け
強
気
を
挫
く
ヤ
ク
ザ
に
な
っ
て
や
る｣

と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
…
ガ
キ
の
私
は
使
い
っ
ぱ
し
り
ば

か
り
…
ヘ
マ
を
す
る
と
バ
ッ
チ
バ
チ
に
ヤ
キ
が
入
り
ま
す
。
や
っ
と
２
０
才
頃
に
な

っ
て
私
に
も
舎
弟
と
い
う
も
の
が
出
来
て
き
て
、
ヘ
マ
を
す
る
事
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
私
も
兄
も
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う
矢
先
の
、
私
が
２
８
才
で
兄
が
３
２
才
の
時

に
、
兄
が
組
の
抗
争
で
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら
可
愛
が
っ
て
く
れ
た

兄
が
一
瞬
で
私
の
目
の
前
か
ら
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
尊
敬
し
て
い
た
兄
。
普
通
に

ず
っ
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
兄
。
し
か
し
普
通
に
一
緒
に
は
い
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
だ
け
ど
本
当
に
カ
ッ
コ
良
く
、
強
く
て
優
し
か
っ
た
大
好
き
な
兄
で
し

た
。兄

が
命
を
落
と
し
た
事
で
母
も
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
兄
の
事
件
の
あ
と
、
私

に
は
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
事
が
あ
り
、
す
ぐ
に
私
は
塀
の
中
で
過
ご
す
日
々
を
送

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
っ
た
１
人
で
息
子
の
帰
り
を
待
つ
母
。
親
孝

だ
と
思
い
ま
す
が
、
母
は
多
く
を
語
ら
ず
に
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
か

の
ぼ
る
事
私
が
中
学
で
暴
走
族
を
し
て
い
た
頃
、家
の
前
で
単
車
を
磨
い
て
い
る
と
、

母
は
い
つ
も｢

買
い
物
に
行
く
か
ら
乗
せ
て
い
っ
て｣

と
、
オ
イ
オ
イ
普
通
の
母
親
が

無
免
許
で
マ
フ
ラ
ー
の
音
が
う
る
さ
い
族
車
の
ケ
ツ
に
乗
っ
て
買
い
物
に
行
く
か
？

と
思
い
な
が
ら
も
半
ば
強
引
に
後
ろ
に
乗
っ
て
く
る
ヤ
ン
チ
ヤ
な
母
を
買
い
物
に
連

れ
て
行
っ
て
し
ま
う
バ
カ
息
子
で
し
た(

笑)

そ
ん
な
私
も
今
年
の
１
月
で
４
８
才
に
な
り
ま
し
た
。
３
７
才
の
時
に
車
で
事
故
を

起
こ
し
て
、
脊
損
に
な
り
、
母
も
大
分
歳
を
と
り
ま
し
た
。
介
護
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
が
、
私
が
車
イ
ス
の
生
活
に
な
っ
て
し
ま
う
と
介
護
を
す
る
事
が
難
し
く
な
り

ま
し
た
。悪
い
事
は
重
な
る
も
の
で
す
。脊
損
の
敵
で
あ
る
祷
雍
を
作
っ
て
し
ま
い
、

人
院
し
て
オ
ペ
を
し
ま
し
た
が
失
敗
に
終
わ
り
、病
院
を
移
り
オ
ペ
を
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
退
院
を
何
年
も
し
て
る
間
、
母
を
施
設

に
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
辛
か
っ
た
で
す
。
私
は
2
0
1
6

年
頃
か
ら
去
年
の
６
月
ま
で
ほ
ぼ
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
、
一
時
期
退
院
を
し
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た
事
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
約
２
年
～
３
年
ず
っ
と
大
好
き
な
母
と
一
緒
に
過

ご
す
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
去
年
の
６
月
に
退
院
が
決
ま
り
、
や
っ
と

母
と
過
ご
せ
る
と
思
っ
た
矢
先
、
母
が
施
設
で
発
作
を
起
こ
し
、
心
肺
停
止
で
病
院

に
運
ば
れ
ま
し
た
。
発
見
後
の
処
置
が
良
か
っ
た
よ
う
で
、
何
と
か
命
は
助
か
り
ま

し
た
が
、
い
つ
ま
た
発
作
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
の
中
、
医
者
か
ら
次
に
発

作
を
起
こ
し
た
ら
最
期
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
２
～
３
日
が
危
険
だ
と
言
わ
れ
て
朝

か
ら
晩
ま
で
母
の
そ
ば
に
い
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
？
母
は
奇
跡
的
な
根
性

で
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
医
者
に
何
度
も
危
な
い
と
言
わ
れ
て
も
、
母

は
そ
れ
か
ら
半
年
後
の
去
年
の
１
２
月
１
２
日
ま
で
根
性
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
ほ

と
ん
ど
意
識
の
無
い
状
態
で
し
た
が
、
母
は
私
に
自
分
の｢

生
き
様｣

を
半
年
間
見
せ

て
く
れ
た
後
、
人
好
き
な
人
好
き
な
母
は
静
か
に
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

大
好
き
な
父
を
亡
く
し
、
大
好
き
な
兄
を
亡
く
し
、
そ
し
て
大
好
き
な
母
を
亡
く

し
、
こ
れ
か
ら
私
は
何
を
大
好
き
に
な
れ
ば
い
い
か
？
胸
に
ポ
ッ
カ
リ
大
き
な
穴
が

開
い
た
私
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
今
の
私
に
は｢

大
切
に
想
っ
て
い
る
大
好
き
な
人｣

が
い
ま
す
。
大
好
き
な
人
、
人
好
き
な
モ
ノ
が
あ
る
と
い
う
の
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま

す
。人

に
限
ら
ず
、
趣
味
、
何
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
大
好
き
な
人
、
大
好

き
な
モ
ノ
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。
そ
れ
を
大
切
に
し
て
い
れ
ば
、
き
っ
と
自
分
の
宝

に
な
る
筈
で
す
。

長
々
と
書
き
ま
し
た
が
、
以
上
が
私
の
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
＝
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
で
す
。
｢家
族｣

の

事
を
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
な
の
は
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
が
、
敢
え
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
私
の｢

家
族
＝
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
｣を
絶
対
に
忘
れ
な
い
。
会
い

た
く
て
も
、
も
う
２
度
と
会
え
な
い｢

家
族｣

で
す
が
、
絶
対
に
絶
対
に
忘
れ
な
い
。

皆
さ
ん
も
本
当
の
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
を
見
つ
け
た
ら
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

で
は
皆
さ
ん
、
い
つ
か
ど
こ
か
で
お
会
い
出
来
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

左)

下
の
写
真
は
父
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
る
私
で
す
。(

右)

下
の
写
真
は
兄
に
抱
っ
こ
さ

れ
て
る
私
で
す
。
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